烈な ヒス テ リイの 発作であった。 姑 は 微かな かすり 疵 

を 負って 逃げ出した。 こうして 意外な 悲劇が 突発し、 

嫁が 姑 を 刺した という 稀 有な 故殺 未遂 犯が 成り立 つ た。 

ヒス テリ ィは 今日までの 所、 多数の 婦人の 或 時期 (月 

経 時、 妊娠 時、 分娩 後、 子宮 病 時) や 或 境遇 (久しい 

間の 独身、 異常な 災厄) に 伴う 共通の 発作 症で ある。 

それに 強烈な のと 微弱な のと あり、 また 遺伝から 来る 

のと 特発す るのと あるが、 それが 或 事 を 誘因と して 遽 

かに 迫って 来る 時には、 人 は 意識の 統一 を 失って 自分 

で 自分が 制し 切れなくなる ものである。 私 は 自身に 精 

神 病 者の 血を引いて いるし、 父が 卒中で 斃れた ほどの 



しかし 某 工学士 夫婦の ように 横 浜と 神 戸と に 別居して 

い て すら 前述の ような 惨事 を 引 起した ので あるから、 

如何に 遠く離れて 住んで いても 聡明な 愛情 を 欠いた 姑 

きがね 

に対する 嫁の 気 兼 苦労 は 多少に かかわらず 附帯して い 

るので ある。 まして 姑と 一所に 定住して いる 大多数の 

嫁が それらの 姑の 下に あるいは 干渉され、 あるいは f 可 

めら れ、 あるいは 意地悪く 〖分 だめし に 精神的に 虐殺 

され つ つ あるの は 言うまでもな い。 

むすこ 

私 は 自分の 息子の ように 嫁 を 愛し、 あるいは 蔭に 

廻って 嫁 を 弁護す る ほどの 美質 を 持った 理想的の 姑が 

まれ 

甚だ 稀に 世に ある こと を 認める が、 それ は 勿論 尊敬す 



ま た 月経 閉鎖 期 前後 の 婦人の 心理と いう ものが ヒス 

テリ ィ的 にいろい ろの 症状 を呈 する の は 顕著な 事実で 

あって、 そういう 症状に 罹った 老婦 人 は 嫁の する 事な 

ら針 ほどの 事 も 憎くな つたり、 嫁が 好意でした 事 も 反 

対に 僻んで 解釈したり、 酒精 中毒 者が 杯 を 放さない 

ように、 またして はあく どく 嫁 苛り をして 嫁の 苦痛 を 

楽まずに はいられな いので ある。 そういう 老婦 人 は 子 

供 を 多く 生まない ようにと いう 口実の 下に、 しばしば 

~y け、， - ぼう 

若夫婦と 室 を 同じく して 臥し 閨房 を 監視す る 残忍 を さ 

ぇ敢て するとい うこと である。 

こういう 種種の 理由の 下に 悪性に なり、 不良に なつ 



専ら 老婦 人 を 教育す る 会合 はま だ 何処に も 起って いな 

い。 老婦 人の 多く 集る 諸種の 会合 はあって も、 それ は 

凡て 物見遊山の 変形で、 老婦 人 同志の 奢侈と 自慢の 競 

進 場た るに 過ぎない。 多数の 老婦 人が 寺院 や 教会へ 集 

る ことがあっても、 既成 宗教 は 最早 彼らに 現代 を 教え 

る 場所で はない。 僧侶 や 牧師 は 非 現代的な 迷信の 鼓吹 

者で あり、 そして 最も 彼ら 老婦 人に 受の よい 僧侶 ゃ牧 

ほうかん 

師は 一種の 封 e 間に 堕落して いる。 そして それらの 老婦 

人の 多数 は 寺院 を 嫁の 悪口の 交換所と し、 嫁に 食べさ 

せる 物を吝 んで蓄 めた 金 を 寄附して、 早晚 滅亡す る 運 

命 を 持って いる 両 本願 寺の ような 迷信の 府を 愚かに も 



あろう。 

しかし これ は 私の 空想 かも 知れない。 政界に 元老と 

きた 

いう 物が あって、 精神 も 体質 も 変 兆 を 来して いながら、 

老人の 親切から 政府 当局者の 施設に 干渉して かえ つ て 

国民 を 迷惑 がらせて いる。 そして 元老の 頭と いう もの 

は 到底 国民の 自由 思想と 一 致す る 見込の ない もので あ 

る。 家庭に おける 現在の 姑と 若夫婦との 思想 も 元老と 

国民との それの ように 全く 相容れな いもの かも 知れな 

ヽ o 

レ 

現在の 姑た ちに つ いて 私の 考は 右の ように 希望と 悲 



の 愛で あるが、 少し 年齢が 長け て 行った 後に 誠実と 知 

性との 理解が 伴わない 愛は危 い。 感情と 知性と 誠実が 

す つ きり 透き 徹る ように 融け 合えば 夫婦 親子 は 勿論、 

我 子の 嫁と も 一 切の 他人と も 愛し 得られる もので あろ 

うと 私 は 思って いる。 既に 新しい 妻で ある 私 は 他日 こ 

う い う 思想 の 上に 立って 新しい 姑と もなる つもりで あ 

る。 しかし 我 子 夫婦に 対する こういう 意味の 生活 は最 

早 母と 子、 姑と 嫁と いう 関係でなくて、 年齢の 違った 

一種 特別の 親友と いう 関係に 近いであろう。 親友の 間 

に は 威圧 も、 屈従 も、 僻み も、 排^ もない。 そして 世 

に は 思想の 合った 親友 も 相反した 親友 も あり 得る。 ま 



た 快濶な 競争の 上に 成立つ 親友 も あり 得る。 私 は 命の 

限リ、 はた 天分の 尽きない 限り、 他人と する ように 我 

子 夫婦と も 愛と 誠実と 思想との 快濶な 競争 を 続けたい 

と 考えて いる。 (一九 一 五 年 八月) 

(『太陽』 一 九 一 五 年 九月) 
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